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PRESS RELEASE  2021/8/27 
 

 
   

 

学生モニタリング調査によるヒグマ個体群動態の解明 
～40年間の長期変動と春グマ駆除制度の影響が明らかになる～ 

 

ポイント 

・北大の学生サークル「クマ研」がモニタリング調査した 40 年分のヒグマの痕跡データを解析。 

・駆除奨励制度によるヒグマ個体群の衰退と制度廃止後の回復過程が判明。 

・学生によるモニタリング調査が野生動物の保護管理に貢献できることを示唆。 

 

概要 

北海道大学大学院農学研究院の中村太士教授，国立環境研究所生物多様性領域の久保雄広主任研究

員らの研究グループは，北海道大学のヒグマの生態を調査する学生サークル「北大ヒグマ研究グルー

プ＊1」（以下北大クマ研）により蓄積されてきた，北海道北部地域のヒグマの 40 年分のモニタリング

データを時系列解析し，春グマ駆除制度＊2 による個体群の衰退及び制度廃止後の回復過程を明らかに

しました。本成果は，学生主体の長期モニタリングによって政策転換が大型哺乳類の個体群におよぼ

す影響を明らかにした，国際的にも極めて稀なものです。 

 クマやトラなどの大型食肉目＊3 に属する哺乳類の多くの種は，狩猟や生息地減少といった人間活動

の影響を受けて個体数が減少しています。長期間の個体群モニタリングは，寿命が長い大型食肉目に

対する人間活動の影響を明らかにするために重要です。近年，市民が主体となった大型食肉目の個体

群モニタリングの有効性が期待されはじめていますが，これを実証した研究はありませんでした。   

 北大クマ研は北海道大学・天塩研究林において，1975 年からヒグマ個体群の動向を明らかにする

ために，ヒグマの痕跡（糞や足跡）を調べてきました。北海道では 1969 年から 1990 年にかけてヒ

グマの積極的な駆除を目指す「春グマ駆除制度」が施行されました。今回の研究では，1975 年から

2015 年にかけて北大クマ研が記録したデータを解析し，春グマ駆除制度がヒグマ個体群の動態に与

える影響を調べました。 

 その結果，ヒグマの個体数の指標である痕跡発見率が春グマ駆除期間中（1975 年～1990 年）にお

いて減少した一方で，春グマ駆除が廃止された後（1991 年～2015 年）回復したことを明らかにしま

した（図 1）。これまで北海道においては，ヒグマの分布や個体数を把握する際にハンター等からの情

報・試料提供が用いられてきましたが，こうしたモニタリングを担う人たちの高齢化が進み，人口も

減少しています。本研究では，そうした状況下において大型食肉目の保護管理を円滑に進めていく上

で，学生も市民科学者として今後重要な役割を果たしていく可能性があることを示しました。 

 なお，論文執筆者のうち中村太士教授以外は全員が北大クマ研 OB です。本研究成果は，2021 年 7

月 13 日（火）公開の Conservation Science and Practice 誌に掲載されました。 

 

 

 

 

 

 

 北大クマ研のヒグマ痕跡調査の様子。(a)2006 年における調査風景 (b)1978 年における調査風景，

痕跡を発見した際の記録方法を確認・検討している (c)ヒグマの足跡 (d)河川沿いの調査ルート 
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【背景】 

クマやライオンなどの大型食肉目に属する哺乳類の多くの種は，狩猟や生息地減少といった人間活

動の影響を受けて個体数が減少しています。個体群の長期変動の把握は，寿命が長い大型食肉目に対

する人間活動の影響を明らかにするために重要です。北欧や日本では，ハンターからの情報提供を基

にしたモニタリングデータが大型食肉目の個体群の変動の把握に既に貢献しています。しかし，現在

ハンター人口が減少している地域では，別のモニタリング体制が必要だと考えられます。近年，学生

が主体となった市民科学＊4 によるモニタリングの有効性が期待されていますが，大型食肉目の個体群

を長期的に調べた前例はこれまでありませんでした。 

【研究手法】 

北大クマ研は，北海道のヒグマの分布の北端に位置する北海道大学・天塩研究林（面積：約 225km2）

において，1975 年よりヒグマ個体群の動向を明らかにするために，ヒグマの痕跡（糞・足跡）をモニ

タリングしてきました（p.1 下部写真）。この調査では，天塩研究林全域をカバーするように河川沿い

や林道に設置された固定調査ルートを毎年夏季に踏査し，ヒグマの痕跡を記録します。まず本研究で

は，統計解析のために，紙媒体で記録されていた 1975 年から 2015 年にかけての 40 年分の記録を，

地理情報システムを使ってデジタルデータ化しました。北海道では 1969 年から 1990 年にかけてヒ

グマの積極的な駆除を目的とした「春グマ駆除制度」が施行されていました。統計解析では，デジタ

ルデータ化したモニタリングデータを状態空間モデル＊5 によって時系列解析し，1975 年～1990 年に

かけての「春グマ駆除制度期間中」と 1991 年から 2015 年にかけての「駆除制度廃止後」において個

体群の指標となる痕跡発見率がどのように変化したかを検証しました（1987 年～1989 年は未調査）。 

 

【研究成果】 

春グマ駆除制度期間中において，ヒグマの個体数の指標である痕跡発見率が減少し（年平均 15%），

1980 年代後半はほとんど痕跡が見られなくなりましたが，制度廃止後に痕跡発見率が増加し（年平

均７％），個体群が回復したことが明らかになりました（図１）。この結果は，ヒグマの保護管理政策

の転換がヒグマ個体群に大きな影響を与えたことを示唆します。また，分布の北端に位置するにもか

かわらず，制度廃止後にヒグマ個体群が回復できたのは，天塩研究林南東部に連結した森林からの個

体の移入が貢献している可能性があります。 

 

【今後への期待】 

本研究では，学生主体のモニタリングによって，保護管理政策の転換がヒグマ個体群に与える影響

を明らかにしました。この成果は，北大クマ研の学生が 40 年間も決められたルートを同じ手順によ

って地道に調査するヒグマの痕跡モニタリングを継続したことで得られました（現在も北大クマ研の

モニタリング調査は継続中です）。このことは，学生が市民科学者の一員として，大型食肉目の保護管

理に貢献する知見をもたらす可能性を示しています。 

昨今，全国的に農業被害や人身事故といった人間と野生動物の軋轢に対する世間の関心が高まって

いるものの，そのような軋轢を解消する人材が不足していると指摘されています。北大クマ研の学生

の中には，大学卒業後，野生生物の研究者になる者も多く，大型哺乳類の保護管理に携わる仕事につ

く人も少なくありません。仲間同士で議論しながら調査計画を立て，大自然の中で汗を流して調査を

行い，一日の調査を終えた夜は夕食を食べながら調査の反省点や目標を共有する。こうした過程も学

生主体のモニタリングだからこそ経験できる貴重な財産です。若い学生が主体となる市民科学は，研
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究データの蓄積のみならず，環境教育の場の提供としても重要な役割を果たし，野生動物管理など生

態系管理の将来を担う人材の育成にも今後ますます貢献していく可能性があります。 
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【参考図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 1975 年から 2015 年にかけてのヒグマの痕跡発見率の時系列変化。灰色帯より以前は春グマ駆  

  除制度期間中，以降は駆除制度廃止後。図中の三角と丸はモニタリング調査により実際に得られ 

た，糞と足跡の発見率をそれぞれ示す。実線と破線は状態空間モデルにより推定された，理論上

の糞と足跡の発見率をそれぞれ示す。青と赤の網掛けは，状態空間モデルにより推定された理論

上の糞と足跡の発見率の 95%信用区間をそれぞれ示す。 
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【用語解説】 

＊１ 北大ヒグマ研究グループ … 1970 年に北海道大学の学生有志によって立ち上げられた日本で唯一

のヒグマの生態やヒグマと人との関わりを調査するサークル。天塩研究林での痕跡モニタリング以

外にも大雪山系など北海道各地にてヒグマに関する調査をしている。多くの OB・OG が野生生物の

研究や大型哺乳類の保護管理に携わる仕事に就いている。 

 

＊2 春グマ駆除制度 … 北海道庁が 1966 年に始めたヒグマの個体数の減少を目的とする捕獲奨励制

度。残雪のある早春期は，ハンターにとって見通しが良く，足跡の発見・追跡が容易なためヒグマを

効率よく捕獲することができる。ヒグマの個体群の衰退が懸念されたことから，この制度は 1990 年

に廃止された。この制度には個体数のモニタリングは盛り込まれておらず，総捕獲数，捕獲区域，親

子連れの捕獲，のいずれもが無制限であった。なお，2015 年から北海道で早春期に実施されている

「ヒグマ対策技術者育成のための捕獲」は，ヒグマ対策のための人材の育成が目的であること，個体

数モニタリングをもとに地域別やオス・メス別に捕獲上限数を設け，捕獲区域を定めていること，親

子連れは極力捕獲しない等の点で従来の春グマ駆除制度とは明確に異なる。 

 

＊３ 大型食肉目 … 食肉目は脊椎動物亜門・哺乳綱に属する動物の分類群。特に，ライオンやクマ，ト

ラなどの体が大きな食肉目は大型食肉目と呼ばれる。 

 

＊4 市民科学 … 全面的もしくは部分的にアマチュア科学者によって行われる科学研究のこと。 

 

＊5 状態空間モデル … 時系列解析に使われる統計解析手法の一種。観測によって直接得られるデータ

と，観測では直接測定できない真の「状態」（例：森林内のヒグマの個体数）を分けて推定すること

で，時系列にともなう現象をより柔軟に解析できる。 

 

 


